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IT資産の一元管理化と
クライアント業務の
内製化を支援

情シス部門の業務効率の最適化

デバイス管理

LCMサービス
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リ モ ー ト ワ ー ク の 普 及 や 新 し い ク ラ ウ ド サ ー ビ ス の 普 及 に よ り 、 企

業 で は I T 機 器 や シ ス テ ム の 適 切 な 活 用 が 求 め ら れ て い ま す 。 同 時 に 、

従 業 員 が 持 つ デ バ イ ス の 数 も 急 激 に 増 え て い ま す 。

そ の 結 果 、 増 え た デ バ イ ス を 把 握 で き な い 、 適 切 に 管 理 で き な い と

い う 問 題 が 発 生 し て し ま い ま す 。 そ れ は セ キ ュ リ テ ィ リ ス ク に も つ

な が る ほ か 、 古 い 端 末 を 使 い 続 け て 生 産 性 が 下 が る 、 使 わ れ て い な

い 端 末 が 死 蔵 さ れ て い る と い う 資 産 管 理 上 の 問 題 も 含 ま れ ま す 。

こ う い っ た リ ス ク の た め に も L C M （ L i f e  C y c l e  M a n a g e m e n t ）

管 理 は 、 重 要 で す 。

本 資 料 で は 、 L C M サ ー ビ ス を 活 用 し 、 I T 資 産 の 一 元 管 理 化 を 実 現

さ せ 、 情 報 シ ス テ ム 部 門 の 負 担 軽 減 に つ な が っ た 事 例 を 紹 介 い た し

ま す 。

はじめに

I T資産管理の難しさ
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はじめに

I T 資 産 管 理 の 難 し さ

1 . 導入の背景

課 題 ： 会 社 設 立 時 に キ ッ テ ィ ン グ 工 数 と コ ス ト が 増 大

課 題 1 ： キ ッ テ ィ ン グ 業 務 に 詳 し い 人 材 が い な い

課 題 2 ： ネ ッ ト ワ ー ク 設 定 の 複 雑 さ

2 . テクバンの L C M が選ばれた理由

デ バ イ ス の 一 貫 し た 管 理 で I T 資 産 を 最 適 化 さ せ 、 業 務 改 善 を 目 指 す

メ リ ッ ト 1 ： キ ッ テ ィ ン グ 業 務 の 全 て を 対 応

メ リ ッ ト 2 ： 専 門 家 に よ る I T 資 産 管 理

メ リ ッ ト 3 ： 手 順 書 や 初 期 設 定 の マ ニ ュ ア ル 化

3 . 導入の効果

効 果 1 ： デ バ イ ス 購 入 か ら 設 計 、 導 入 、 保 守 ま で の 運 用 に 関 す る 問 題

を 解 決

効 果 2 ： 専 門 家 に よ る ネ ッ ト ワ ー ク 設 定 と セ キ ュ リ テ ィ 強 化 を 実 現

効 果 3 ： キ ッ テ ィ ン グ 業 務 を マ ニ ュ ア ル 化 し 、 お 客 様 の 内 製 化 を 支 援

効 果 ビ フ ォ ー ア フ タ ー

おわりに

情 シ ス 業 務 の 負 担 削 減 と 、 コ ス ト カ ッ ト に つ な が る L C M サ ー ビ ス

企業情報
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